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I 圃場単位の葉いもちの発生予察方法の開発

1 クロップナビの構成

クロップナビは気温，葉面湿潤の有無，雨量計測用の

各センサー，その制御並びに解析を行うマイクロコンピ

ュータ，およびタッチパネル式の操作機能をもち感染条

件の判定結果を表示する液晶表示部からなる（図― 1）。

1時間ごとに気温，葉面湿潤の有無，0.2 mm/h単位の

降水量を計測して内蔵メモリーに保存し，計測結果およ

び判定結果を液晶に表示する。なお，保存データは

USBインターフェースにより CSV形式のファイルで外

部に取り出すことができ，測定値や判定結果を携帯電話

やパソコンへ送信する機能を追加することもできる。電

源として 12 Vの自動車用バッテリーを使用する。判定

結果が即座に表示できるなど，発生予察支援装置と比較

して操作性が格段に向上し，農業者にも扱いやすくなっ

ている。

2 葉いもち感染条件判定方法

葉いもちの感染条件判定基準は BLASTAMに準じ，

日ごとに感染の可能性を以下の 4段階で表示する。

●：感染好適条件　○：準好適条件（湿潤時間が感染

条件を満たし，葉面湿潤時間中平均気温および前 5日間

の平均気温が 18℃以上） △：準々好適条件（湿潤時間

は　じ　め　に

イネいもち病の防除は，効率的に行えば農薬の使用量

を削減することが可能である。特に，例年いもち病の発

生が少なく，必ずしも予防防除に頼らなくても済む地域

では，発生状況に応じて防除要否を適切に判断すること

で，減農薬あるいは年によっては無農薬化を図ることも

できる。長野県においては，防除要否の判断に必要ない

もち病（葉いもち）の感染予測技術は，現在アメダスデ

ータを利用しているため観測地点の制約があり，広域的

な利用にとどまっている。したがって，アメダス観測地

点から離れた局所的な場所の状況をスポット的に把握で

き，即防除に生かせる予測技術が求められてきた。

そこで，長野県農業試験場では圃場単位で葉いもちの

発生予察ができる装置の開発を進め，アスザック株式会

社と共同で 2005 年に「発生予察支援装置」，08 年に

「クロップナビ」を開発した。

発生予察支援装置は水田に設置してデータロガー（小

型電子計測器）で葉面湿潤時間などを計測し，データを

保存する。その結果をパソコンで解析して葉いもちの感

染予測情報として活用される（武田・和田，2007）。一

方，クロップナビはデータ測定・保存・解析・表示を 1

台で行うスタンドアローン型の装置である（和田ら，

2008）。なお，2009年には携帯無線を利用したネットワ

ーク化も可能となった。両装置とも BLASTAM（越水，

1988；越水・林，1988）に準じて感染条件の判定を行う。

圃場データの収集のみであれば，利用できる機材はい

ろいろあるが，両装置は作物に近接して設置でき，小型

で安価な機材で構成されているので，操作が簡単でより

生産現場で活用しやすい機材となっている。特に，クロ

ップナビはデータ処理に時間を費やすことなく，現場で

即防除要否の判断材料を得ることができることが特徴で
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図－1 クロップナビの外観
販売元：アスザック株式会社 http://www.asuzac-pd.jp




